
質
問
一

小
中
学
校
に
お
け
る
道
徳
の

履
修
時
間
は
。

二

本
市
の
道
徳
教
育
の
重
要
点
は
。

三

教
科
書
（
副
読
本
）
の
選
定
は
。

四

道
徳
教
材
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
道
徳
の
標
準
授

業
時
数
は
、
小
学
校
１
年
生
で
３４
単
位

時
間
、
小
学
校
２
年
生
か
ら
中
学
校
３

年
生
ま
で
は
３５
単
位
時
間
で
あ
る
。

平
成
２４
年
度
の
市
内
小
中
学
校
の
履

修
状
況
は
、
全
て
の
学
級
で
学
習
指
導

要
領
に
示
さ
れ
て
い
る
標
準
授
業
時
数

を
上
回
っ
て
い
る
。

二

基
本
的
な
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
、
決

ま
り
を
守
る
こ
と
や
、
人
と
し
て
、
し

て
は
な
ら
な
い
こ
と
の
指
導
を
し
て
い

る
。ま

た
、
教
師
の
指
導
力
の
向
上
や
、

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
の
道
徳
的
実

践
力
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

三

市
内
全
て
の
小
中
学
校
で
副
読
本

を
使
用
し
て
い
る
。
選
定
の
視
点
は
、

児
童
生
徒
が
意
欲
的
に
取
り
組
め
る
こ

と
や
、
道
徳
的
価
値
や
生
き
方
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

四

埼
玉
県
刊
行
の
「
彩
の
国
の
道

徳
」や
文
科
省
刊
行
の「
心
の
ノ
ー
ト
」

等
を
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
自
然
体
験
活
動
等
を
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
に
根
差
し
た

道
徳
性
を
育
成
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問
一

特
別
支
援
学
級
へ
移
行
し
た

教
育
の
内
容
と
特
別
支
援
学
級
の
現
状

に
つ
い
て
。

二

特
別
支
援
学
級
の
職
員
の
研
修
と

中
学
校
卒
業
後
の
生
徒
の
進
路
は
。

三

学
童
保
育
室
へ
の
障
害
児
の
入
室

状
況
に
つ
い
て
。

四

障
害
児
の
保
育
所
の
受
け
入
れ
状

況
と
小
学
校
と
の
連
携
は
。

五

障
害
者
へ
の
虐
待
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

平
成
１９
年

の
法
改
正
に
よ
り
、
個
々
の
障
害
に
応

じ
た
特
別
支
援
教
育
へ
と
転
換
し
、
障

害
の
種
類
や
程
度
、
発
達
の
段
階
に
応

じ
た
教
育
課
程
で
支
援
し
て
い
る
。
学

級
は
、
小
中
学
校
で
１８
学
級
あ
る
。

二

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
指
導
法
研

修
会
を
実
施
し
、
各
学
校
で
は
県
教
育

委
員
会
が
主
催
す
る
各
種
研
修
会
に
参

加
す
る
ほ
か
、
学
校
独
自
の
研
修
を
行

っ
て
い
る
。
２４
年
度
卒
業
生
１２
人
は
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部
等
へ
進
学
し
た
。

三
（
市
長
）

学
童
保
育
室
へ
の
入
所

状
況
は
、
本
年
８
月
末
現
在
で
、
８
か

所
に
１７
人
入
室
し
て
い
る
。

四

保
育
所
は
、
児
童
の
障
害
を
理
由

と
し
た
受
け
入
れ
拒
否
は
せ
ず
、
加
配

の
保
育
士
で
対
応
し
、
入
学
前
に
適
切

な
支
援
を
行
う
た
め
、
情
報
交
換
、
情

報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

五

市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
早
期
発
見
と
適
切
な
支
援
に

努
め
て
い
る
。

内面に根差した道徳教育を

進める

杉田 恭之 議員

本市の道徳教育の現状
について

障
害
児
、
児
童
生
徒
の

現
状
に
つ
い
て

持
田

敏
明
議
員

道徳の副読本

障
害
に
応
じ
た
教
育
課
程
で
実
施

第一小学校のなかよし学級

つるがしま市議会だより第１６４号〔７〕


